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References on Symbolic lnteractionism: Vol. Ⅰ
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なお,本資料の作成分担は以下の通りである｡

1)桑原

2)奥田･桑原

3)奥田

1)シンボリック相互作用論文献リストに

ついて

シンボリ　ック相互作用論(Symbolic

lnteractionism)とは, 1960年代初頭にアメリカ

の社会学者H･G･ブルーマーが創始した,社

会学的･社会心理学的パースペクティブの1つ

である｡それは,人間間の社会的相互作用(so-

cial interaction),とりわけシンボリックな相互

作用(symbolic interaction)を主たる研究対象

とし,そうした現象を｢行為者の観点｣から明

らかにしようとするものである｡

シンボリック相互作用論は通常,その歴史的

由来をG･H･ミードの業績に遡ることが出来

る,と言われている｡ミードは生前数多くの論

文を執筆したが,ミードのシンボリック相互作

用論に対する影響の大部分は,彼の講義を聴講

していた学生らによる講義録やメモの出版を通

じて,あるいは当時ミードに学んだ学生の一人

であったブルーマーによるミード解釈を通じて

及ぼされたと言われている｡ブルーマーは,主

として1950年代と1960年代に数多くの論文を執

筆し,シンボリック相互作用論の体系化を図っ

た｡以上のことからシンボリック相互作用論は,

ミードが創始者であり,ブルーマーによって確

立されたという見方もある(http://W3.cc.

kagoshima-U.ac.jp/on_doc/infbmation/kouhou/no. 1 6/

kuwabara.pdf).

ブルーマーのシンボリック相互作用論が, T･

パーソンズを中心とする構造機能主義社会学や,

G･A･ランドバーグを中心とする社会学的実

証主義(操作主義)を批判し,それに代わる分

析枠組みや研究手法を発展させようとしたこと

は良く知られている｡とりわけ,その分析枠組

に関しては,これまでの我が国の研究において

は,それが提示する｢動的社会｣観が高く評価
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されてきた｡すなわち,社会を, ｢主体的人間｣

によって,形成･再形成される｢流動的な過程｣

ないしは｢変動的｣ ｢生成発展的｣なものと捉

える,そうした社会観が高く評価されてきた

(http://ir.library.tohoku.ac.jp/re/ handle/10097/

14389) ｡

当初｢シンボリック相互作用論｣と言えば,

それはイコール｢ブルーマー｣という時代がし

ばらくの間続いた｡とはいえその後, 1970年代,

1980年代になると,シンボリック相互作用論を

担う新しいリーダーとして, N･K･デンジン,

T･シブタこ, A･L･ストラウス, R･H･ター

ナー, S･ストライカー, G･A･ファインなど

が登場し,この理論の新たな方向性が模索され

るとともに,ブルーマーの理論化に対する種々

の批判が展開されるに至った｡ 1970年代にはさ

らに, E･ゴフマンが登場し, ｢ドラマトウル

ギ-｣ (dramaturgy)と呼ばれる手法が提示された

(http://W3. cc. kagoshima-u. ac. jp/on_doc/infbmation/

kouhou/ no. 16/kuwabara.pdf) ｡

アメリカ社会学においては,この手法は通称

｢sI｣と呼ばれ, SIに基づいた幼児集団の観察

など,社会心理学的な実証研究や小集団研究が

一時期は盛んに行われた｡ただ,質的研究や質

的な社会調査は,的確な分析結果をもとに成果

を発表することが難しく,研究者にとっては発

表論文数が少なくなりがちとなる｡このことか

ら,かならずしも研究者の評価にはつながらず,

競争が厳しいアメリカ社会学界においては全般

的に沈滞気味であり,研究例は減少傾向にある

と言わざるをえない(ja.wikipedia.org/wiki/シン

ボリック相互作用論)｡

上記の状況を憂慮し,これまで我々は,国内

外で公刊されてきた種々のシンボリック相互作

用論関連の文献の蒐集に力を注いできた｡本リ

ストは,その達成途上にある成果を公開･保存

する試みの一環として公刊されるものであり,

今後も数年おきに増補改訂版を公刊していく予

定である｡尚,本リストの作成にあたっては,

次の資料を参考にした｡船津　衛,土肥　豊,

1982年, ｢自我論文献リスト｣, 『社会学研究』

41,東北社会学研究会, 115-130頁｡

2)シンボリック相互作用論文献リスト
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Alexander, I., 1987, Twenty Lectures, Columbia

University Press.
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Anderson,し., and Snow, D･A･, 2001, Inequality

and the Self, Symbolic Interaction, 24(4): 395-406･

安藤清志, 1994年, 『見せる自分/見せない自

分-自己呈示の社会心理学-』,サイエン

ス社｡

一一一一一一一, 2002年, ｢自己呈示｣,船津　衛,安藤

清志編著, 『自我･自己の社会心理学〔ニュー

センチュリー社会心理学シリーズ第1巻〕』,北

樹出版, 112-126頁｡

Atkinson, P., and Housley, W･, 2003,

Interactionism: An ESSay in Sociological AmneSia･

sage (With British Sociology Association)･

Athens,し.H., 1980, Violent Criminal Acts and

Actors, Routledge a Kegan Paul.

------, 1984a, Blumer's Method of Naturalistic

Inquiry, Studies in Symbolic Interaction, 5: 241-

257.

------, 1984b, ScientiBc Criteria for Evaluating

Qualitative Studies , Studies in Symbolic Interaction I
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